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第43回例会昭和58年6月21日（火）晴 クラブアセンブリー於松楓閣一

で夜間例会で行われますが，原則的のクラブ

例会について一寸IIJし上げたいと思います。

東京・火|収・瀦古膿等の人きなRCでは99

％例会の変災はありません。なぜでしょう

か。外ll<Iヘイj･った場合，又商川で，又遊びで
他の地|><へ行って例会に出ようとしても，出

ることがII1来ないからです。RIでも地区で

も出来るかぎり例会の変災はすすめておりま

せん。

職堆碓||:の委員会第4祁公でも，近藤PG

から話が出ました。 「!|愉場例会の利点はある

だろう。しかし出来縛れば，職業泰|上委興公

とか家族公とか，別の方法によってやられる

のが水川である。娃非'j:って]riき度い」と。
その様な!li:から， ／1,1 1の"'1公でも例会がな

いとmakeupが多い。又駅l)1の土曜の都ホ

テルの'j:IIIRCでは， スピーチをきかずに州1)

る状態でｲﾐくこまったもので， ロータリー粘

神の逸脱もi腱しいことです。これらをlyjぐ意
味からも次ｲ｢度は例会の変更のない報を稲･剛

したいと思いますが，あくまで肌11:公の意,隊

によって決められればよいことでし'ka｡

◇1983～84年度地区協議会報告

次期会踵竹内真三芯

1983～84ｲﾄ度のための260地区協議会が6

月19II(II)満古屋Iil公公蝋で州催され，干靴

クラブからも次期役』~』8燗が川席義務者とし

て出｣,'i';した。奥沢次期ガバナーよりRI次期

スケルトン会長のShareRotary-serve

peopleのテーマの趣斤の説Iﾘjを含めての挨

拶がありました。その後，各分科会に別れて

夫々熱心な‘刊･瀧がｲjわれ，私は会長部会へ出

ましたが， そこではShareRotaryに伴

う，会liの質の問題が可成突込んで話し合わ

れ，又，伽:の拡大に対してもテリトリーの

件，職業分蹴のW検討蝉が話合われました。
次期牌:iド三輪康j闇．

◇“奉仕の理想'’

◇出席報告

会員47満出li'ir 31名

出l'i';*65.96%

◇前回6月14日（修正出職率) 100%

makellp

秋III"(6/16瑞穂),安藤渦.(6/20あま), 111･川

？1-(6/15.FII合),浜に17;(6/18'j:III),橘本洲･(6

/20あま),加藤(大)11･(6/1硴北),久保l.lIXI･

（6/18'り: I I 1), [1-ﾄ調･(6/18:]: l l l),松勝君(6/

13あま)．水野(賀)君(6/13あま)，椛野謡(6／
18'9‘111)， ′i,ｻ原満(6/15名北), 杉山君(6/9jl(

FM),鈴木(脈)7W(6/17北), ff 1_I JH. (6/13"

ま), ､W!蝋ハ(6/15FM),都築11. (6/18守1 1 1),

和lllXI.(6/1.8!､]: l11)

◇ビジター紹介29名

◇誕生日祝福

三輪譜.(6/22）

◇ニコボックス

松居荊･(松槻|淵のPRさせてⅡiきます), =-;IIMi

芯(誕/|,祝）

◇松居幹事報告

1． 次!' '1例会終了後, jll! ji:公を行いますので

Wr11 1"･j;: ・役jiの方々はお残り下さい。

2． ロータリーの迩川｛:11場が現伍1ドル240

11｣のところ, 7月1 1二Iより237円に変更さ

れますので御述絡いたします。

3. "221''l4(I I 1ボート1111料純1111公が， ノ洲Iil l~･

"RC主催で行なわれますのでよろしくm1l

協力をお願いします。

4. "!liERC主催の第20I1 11ロータリー少イト

キィ.ンプの『II込・課が入れてございますので

よろしく御検討･~ﾄさい。

◇ポール・ハリス・フェロー記念メダル授与

浜'二l能ﾘ｣洲．

◇水野(民)会長挨拶

第43IL!lの例会が？ クラブアセンブリーの形

~
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幹Zn部会においては伊藤(光)地区幹事及び

花岡次期地区幹事が司会者となり，現，次期

会計長がアシスタント及びパネラーとして，

83～84年度の行事予定の柵|略が説明された。

その後，次年度RI会長の方針の一つ，会員

増強の問題について討議がなされ，会員平均

年齢の高齢化の問題と，会員の質という非常

に抽象的な問題について談論が集中してい

た。

時間的な制約もあって結論らしいものは出

なかったが，後半は幹邪心得としての荊議

と， 協議会開催にあたって1T前に弁クラブに

次期ガバナー訴務所からiliされていたアンケ

ートのうち，規約審議会（3年に1回ある）

で徹底の要求があった。 30影ホームクラブ出

!,'i'j莪務と，会長エレクトというポジションを

『iいて欲しい， という要望があった。

当'二l出膳クラブの大半は，副会長が会長に

なるというパターンをとっているようであっ

たが，定款_上では会長エレクトと副会長が兼

任するということは両'|:さればいということで

あった。

しかし各クラブそれぞれ1I情があるであろ

うから， それなりに定狄をクリアーする便法

なりなんなりを今後の課題として，幹事部会

は予定||寺|&|を10分超過して終了した。

次期会凸増強委且艮鈴木猛君

まず北野リーダ‘－（蛙野),MIⅡパネラー

（征＃I)などから次年度のRIのテーマの眼

目が会員増強におかれていること， このため

本祁から送ってきたキットには， 日標達成の

ための様々な図表の作成が要望されているこ

となどの解説が行われた。また会典増強は，

全長，幹覗，副会長，委典良の強い意兄決定

がなければ容易に実現できないものである。

特に閃連する職業分顛委ll会では，毎年8月

311 |までに未充腫の名抑を作成のうえ，未充

坂の恥巣についての公n期強をはかる必要が

ある。 また会員選考甕凸公においては，質の

低下にならぬよう， また会、の年齢，職業な

どを含狛ウエル・バランスのﾄIW成になるよう

配胆する必要があることなど付談に先だって

の解磁があった。

自由討議では，質かi,l:か，非推敗者のプラ

イバシーの保謹の問馳，公u則強の具体策な

どについて熱心に意兄が交換された。

次期|職業奉仕副委員良小林正幸君

I 1頭，職業奉仕の那解促進のため， 4月10

1｣，職業奉仕をメインテーマに南信第2分'又

で実施されたIGFのレポート紹介あり要一
ヨ IE

I“o

水野パネラー： 「ｲj･勤計ill'i」立案について

挽明あり，特に業師征の「職業会談」開催方

提案，奉仕のあり方をjIIり卜．げること。

10月は職業奉仕の月間，理想の実践に取制l

むとともに精神的引締め計両をはかる。
宮川アシスタントリーダ~－：効果的な表彰

方式のあり方，特に日頃表彰をうけられない

届，人への関心を深めること。例会を活用し

た職業奉仕に関する討論会の活発化，結論不

要。近藤アドバイザー：奉仕のあり方は時代

の流れに従って変わってゆくもの。 「職業を
通して， しっかりやろう」の基本精神が大

切，余り固くむずかしく考えなくてもよい。
その他， 例会の運営方法，職業奉仕と職場例

会のあり方など活発な質疑応稗があった。
次期社会奉仕委員長菊池昭元君

社会奉仕活動は広範囲に亘るたぬ会員一人

一人の理解と協力がなければ出来ない。費用

も相当要するので予算の御配慮も願いたい。
今年の指導は金や品物の贈呈ばかりでな

く。精神的な奉仕を考えるべきである。然し
11]･内14クラブの合同奉仕活動には参加せねば

なるまい。

会員1人当3,000円位当クラブとしては÷

15万当クラブは発足1 ({F目，他クラブの協談

会に於ける活動を参考に，今年度は計画をし

たい。各クラブの今年度の計画を拝聴する限

りにおいては，社会のニーズを調査し， その

地域の奉仕が社会奉仕であると感じる。
次期青少年奉吐委員長西川豊長君

奥津ガバナーエレクトは，挨拶の中で，次

年度のターゲットの一であるServePeople

につき，個人的意児としながらも，特に青少

年問題に取り組みたいという意|向｣を明らかに

された。ついで，背少年奉仕の分科会では，
リーダーの川瀬(保)パストガバナーよりl1t界

の先進国はみな青少年の助lilについて悩んで

おり， 日本も例外でないとし， ヒルシュマイ
ヤー先生著「西ドイツと[1本」の一節を引用

して西ドイツの例を紹介し， さらにあまロー

タリー小野實会長著「栄光の負け犬たち」に

より，私立弥富I苛校卒業生の活躍振りを紹介

された。討~識では， ローターアクト， インタ

ーアクト結成の状況，体験縦が各クラブ代表

から紹介され， ロータリアンは日常接する青

少年たちの中で，兄逃がしてはいけないと思

うような言動に出くわしたら， これを指摘し

反f↑を求めるワ)気と{j肋が必要ではないかと

強調された。

◇次回例会（6月281]）

卓括“留学生談義”

会員矢野勝久君

◇次々回例会（7月5II)

新。 |日会長挨拶

前ff度皆出席者表彩
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